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1 諸 言

カソードルミネッセンス (CL)顕微鏡法は複
数の生体分子種の識別と高空間分解能を両立す

るイメージング技術としての可能性を持つ. CL
は電子線を照射した際に起こる発光であり, 電
子線によって蛍光体を励起させることから蛍光

顕微鏡を用いるよりもイメージングの空間分解

能を向上させることができる. これまでに我々
は作製した希土類ナノ蛍光体を用いて, 走査型
電子顕微鏡と同程度の空間分解能を持つCLイ
メージングの取得に成功している [1].
本研究ではCLに加えて赤外光励起によって
アップコンバージョン (UC) 蛍光を発するナノ
蛍光体を作製した. 近赤外光は紫外・可視光に
比べ光傷害が少なく, 水による吸収が低いため
生体組織内により深く浸透し自家蛍光も防げる

ことから細胞内部の観察に適している [2].
以上のCL及びUC蛍光を発する蛍光体とし
てY2O3に希土類元素であるTmとYbを添加
した材料を均一沈殿法で作製し [3], その発光
特性を検討した.

2 均一沈殿法によるナノ蛍光体の作製

Figure 1に均一沈殿法によって作製したY2O3

:TmYbナノ蛍光体の (a) 低倍率及び (b)高倍
率の TEM画像を示す. 蛍光体粒子は均一な球
形の形状をしており、粒径は約 150 nm程度の
ものが得られた.
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Fig. 1: TEM images of Y2O3:TmYb nanophos-
phors.

3 赤外線励起によるUC蛍光スペクトル

作製した蛍光体をペレット状に圧縮し980 nm
ダイオードレーザーで励起した (Fig. 2 (a)). 青
緑と赤色の蛍光が確認された. さらにFig. 2 (b)
に示すように近赤外光を放出した. 励起光と蛍
光が共に近赤外波長域内にあることから, この
蛍光体プローブは生体内部のイメージングに優

位であるといえる.
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Fig. 2: (a) UC emission and (b) near-infrared spec-
trum of Y2O3:TmYb pellet (2.5 mg, 12 MPa, 2
min).

4 電子線励起による SEM-CLイメージング

Figure 3にY2O3:TmYbナノ蛍光体の SEM
画像および CL画像を示す. SEM画像で示さ
れる粒径 150 nm程度の蛍光体粒子がCL画像
においても確認できることから,本蛍光体はCL
イメージングに応用できる充分なCL発光強度
を持つ事が確認できた.
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Fig. 3: (a) SEM and (b) CL images of Y2O3:TmYb
nanophosphors.
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